
平成３１年度・令和元年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名： 橋本高等学校 学校長名： 小滝 正孝

めざす学校像 個人の尊厳を重んじ、真理と平和を希求する創造性豊かな人間の育成を目指し、生徒 ・ 地域の学びの核となる学校としての内容の充実と発信 Ａ 十分に達成した。
育てたい生徒像 の持っている特性を最大限伸長し、健康な心と体を育て、たくましく生き抜くことの ・ 自己の在り方生き方を考え、学び、行動に移す生徒の育成 （８０％以上）

できる力と新しい文化の創造に寄与する力を育成する。 中期的な ・ より良い地域社会を目指して、多様な人と協働していく生徒の育成 達
目標

Ｂ 概ね達成した。
本年度の重点目標 １ 授業改善に取り組み、「選択」と「振り返り」を重視した、自ら学び高める力を 成 （６０％以上）

育む。
(学校の課題に即
し、精選した上 ２ コミュニティスクールとして、地域と連携した活動を積極的に取り入れ、国際理 度 Ｃ あまり十分でな
で、具体的かつ 解教育やふるさと教育、ＥＳＤ等の系統的な学習活動に取り組み、生徒の実践力 い。（４０％以上）
明確に記入する） を向上させる。

学校評価の 本校ホームページ
３ 生徒に社会における自らの役割や将来の生き方・在り方について考えさせ、キャ 結果と改善
リア形成能力を育成する。 方策の公表

の方法 Ｄ 不十分である。
（４０％未満）

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （３月３１日 現在 ） 令和元年１２月～令和２年２月実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

生徒は、日々の学習に 生徒の主体的で対 「選択」「振り返り」等、主 学習活動の中に、「選択」 ・授業実践において「選択」 ・「選択」「振り返り」の実
真面目に取り組んでいる。 話的な深い学びが 体的で深い学びになる授業改 の要素を取り入れ、「振り 「振り返り」を活動に取り入 践事例をもとに、教員間で研 ・すべての分野で校訓をしっかりと生かし
もう一段階伸びようと 進められる授業改 善のための研究授業等に取り 返り」の時間を確保し、意 れた学習が行われつつある。 究を引き続き重ねていく。 ている。今後も、生徒を中心に、先生方も

する意欲や積極性を育む 善 組む。 欲、学力が向上したか。 のびのびと指導してほしい。
１ ためにも、チームで学習 ・校内若手研修や県教育委員 ・若手教員の研修について

に取り組む生徒集団を作 若手教員育成のための研修を 若手教員の指導力が向上し 会実施の研修等を通して、若 は、教科・特別活動の指導に ・生徒のためにとてもアクティブに実践さ
る必要がある。 実施する。 たか。 手教員の指導力は、着実に向 Ａ ついて充実させていく。 れている。

上している。
・生徒の活動を見る機会を増やしてもらい

課題に対して、チームで取り 生徒が協働して取り組み、・本年度から１年生の総合的 ・課題解決学習を２年生の総 たい。
組む学習を充実させる。 成果を挙げることができた な探究の時間で、チームでの 合的な探究の時間時も取り入

か。 課題解決学習に取り組み成果 れ拡充していく。 ・生徒の自主的な活動を促す取組や自ら学
を上げた。 ぶ姿勢が育まれているなか、その学びを相

手に伝える方法に少し課題がある。発表ス
キルの指導にも力を入れてもらいたい。

地域のボランティア活動 ＥＳＤ等のテーマ 地域活動・ボランティア活動 企画段階からボランティア ・学級・部活動等での呼びか ・生徒がＥＳＤ等のテーマを
等に積極的に参加できて に基づいた地域と に積極的に参加する機会を充 活動等に取り組み、学習テ けがありボランティア活動へ 考えがら活動を展開できるよ ・学校運営協議会の場は自分自身の学びの
いる。活動に当たって、 連携した活動 実させる。 ーマを深めることができた の参加は昨年度と同じく積極 うにする。 場ともなっている。日頃の先生方の御指導

２ 企画段階から参画してい か。 的であった。 Ａ と熱い想いに感謝している。
く機会を多く設ける必要 ・さらに生徒のボランティア
がある。 ・生徒会のボランティアセン 活動の機会が設けられるよう

ターが有効に機能し始めた。 に関係機関と連携する。

・活動をＥＳＤ等のテーマに
結びつける意識付けが弱かっ
た。

社会に出て働くとはどう 多様な生き方や仕 キャンパス訪問の実施と外部 生徒にとって、具体的な進 ・キャンパス訪問で大学での ・事前事後学習も含め、キャ
いうことかについて理解 事を理解した上で 人材の活用 路選択の材料となり、意識 研究を間近で見聞きし、将来 ンパス訪問の実施方法を工夫
を深め、未来を切り開い のキャリア形成能 の向上につながったか。 の進む方向を考えることがで し、生徒がさらに主体的に学

３ ていこうとする意欲を育 力の形成 きた。 ぶ意義を考えることができる
む必要がある。 多様な職業人や研究者、学生 幅広い内容の講演会等を実 ようにしたい。

等による講演会等の実施 施し、生徒のキャリア形成 ・講演会等において社会で活 Ｂ
に結びついたか。 躍されている方の話を聞き、 ・引き続き外部人材を活用

人としての生き方・在り方を し、幅広い視野を育む機会を
考えることができた。 より多く持つ。


